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図4　母乳イメージ「苦痛・負担因子」
6）母乳育児に対する思い・考えについて
　母乳育児に対する考えや思いとして書かれた記述を分析した結果、母乳は赤ちゃんにとって
よいものであり、それは母親にとっても幸せなことであるが、一方でストレスを生じる場合も
あり、母乳だけにこだわる必要はない、こだわることに対する弊害があるといった考えが見出
せた。記述は、①母親役割としての母乳、②母乳の利点の理解、③母乳育児へのこだわりに対
する否定、の3カテゴリーに分類した。詳細については、表3に示した。
表3　母乳育児に対する思い・考え
①母親の役割としての母乳（5名）
・母乳をあげることは母親にしかできないこと、達成感がある
・母乳をあげることは幸せなこと、一番の愛情表現
・母親としての憧れ
・短い期間でも、母乳を与えられて幸せだった
・母性が育まれた
・双子同時授乳をほめられ、誇らしかった
②母乳の利点の理解（5名）
・母乳は母子のスキンシップや絆の形成、精神面ではよいこと
・免疫が含まれている
・経済的
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③母乳育児へのこだわりに対する否定（7名）
・ 母乳育児がすべてではない
・ 母乳がでないことでのプレッシャーを感じることはない
・ 母乳育児にこだわらずにその人に合った方法で対応すればよい
・大事なのはわが子への愛情
・ 過度の母乳信仰は母親にストレスを与える
・母乳にこだわっていたがストレスがたまり、育児そのものをもっ
と楽しめばよかった。
【考　察】
1）双子をもつ母親の母乳育児の実践の状況
　日本における母乳育児の現状は、平成17年の厚生労働省の調査において、以下のような結果
が示されている。妊娠中は96％の妊婦が母乳育児を希望する一方で、混合栄養も含めて母乳を
与える割合は、生後1か月時点で94．9％、6か月で60．6％、母乳のみを与えている割合は、そ
れぞれ42．4％と34．7％であった（河野、2006）。月齢が進むにっれて母乳授乳が減り、人工乳
を使用する頻度が増える主な理由については、山本他（2009）の調査でも、「母乳が足りてい
ないと思った（90．9％）」、「母乳を飲ませても泣きやまない・すぐ泣く（63．6％）」となってい
た。人工乳を使用するようになるきっかけとして、「母乳不足」を母親が心配していることが
わかる。双子であれば、二人分の母乳を分泌することを母親は科せられることになり、なおさ
ら、「母乳不足」に対する不安は大きくなる。本調査でも、母乳が足りているのかという不安
が述べられていた。
　また、双子の場合は、母乳不足の視点以外にも、二人に授乳を行うこと自体にも負担がある。
双子を一人ずっ授乳する場合は二人分、っまり2倍の時間を要し、夜間の授乳であればそれだ
け睡眠時間が削られることになる。双子ならではの同時の母乳授乳という特別な技術があるが、
授乳中一人の子どもがむせた場合に、そちらの子どもに気を取られているうちにもう一方の子
どもが転げ落ちてしまう危険が伴うことや、気持ちよく授乳していた子どもが授乳の中断を余
儀なくされ不満足で蹄泣し、母親の気持ちを混乱させることにもなる。子どものたちの授乳期
に母乳を飲ませ続けていくには、母親の精神的身体的にゆとりが必要である。
　本研究の中では、母乳と並行して、人工乳を利用している様子が示された。本研究の対象者
にっいても、3か月以内で母乳育児を断念した母親は3名（27．3％）となっていたが、一方、6
か月まで母乳育児が続けられると、それ以降の断念はなく、10ヵ月以上母乳育児を続けられる
ようになっていた。母乳育児を続けることができた理由として、人工乳を上手に使い分けてい
たことが考えられる。母乳と並行して、疲れている時や他に人手があるときは人工乳を利用し
たり、夜間は母乳と比べて消化吸収に時間がかかる人工乳を利用して、睡眠時間を確保したり、
同時授乳で一人に母乳、一人に人工乳を交互に授乳させて授乳にかかる時間を延長しないよう
に工夫したりなど、母乳を与える機会を途絶えさせないようにしていたようである。
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2）双子をもつ母親の母乳に対する思い
　対象者全員の母親が、母乳は良いものという認識と、母乳を飲ませたいという思いを持って
いることを示していた。病院等で母乳に対する指導をほとんどの母親が受けており、母乳育
児に対する思いは強めたようであった。また、母乳に対してはほぼ半数の母親が自分自身でも
調べており、母乳育児に対する関心は高いといえる。
　母親の母乳イメージにっいて、単胎児との比較では、「親子の情愛因子」「母乳栄養肯定因子」
では顕著な差は認あられなかったが、「苦労・負担の因子」因子にっいては、全ての項目が単
胎児より上回っていた。双子をもっ母親は、その母乳に対する負担が、単胎児を持っ母親より
精神的、身体的にも大きいことが示された。
　双子の育児においては、育児上の困難に授乳の問題が大きいことが他の研究（嶋松他、2004、
矢野他、2001）でも指摘されているが、母乳育児は、母親としてできる幸せなことであり嬉し
い半面、負担である部分があることが示された。
　因子の項目の詳細を見てみると、「親子の情愛因子」の中の「おいしい」や「濃い」といっ
た項目は双子の母親の方が0．5ポイント以上高く、人工乳よりも母乳の味などに対する思い入
れが高いと読み取れる。しかし、一・方で、「母乳栄養肯定因子」の項目をみると、肯定的な見
方はしているが、「健康」「安心」「栄養」「安全」といった項目は単胎児のデータよりは低く、
人工乳でも栄養があり、安全であり、子どもは健康に育っという気持ちの現れとも考えられる。
双子の母親の母乳育児にっいての認識は、母乳育児の良さを感じているが、母乳育児だけにと
らわれていないことが示された。　「愛情があれば、母乳育児にこだわらなくてもいい」と思
うことで自身への育児ストレスを軽減させていると考えられる。母乳は母親の役割の象徴で
もあり、母親自身の幸せでもあるが、母乳育児だけが愛情や絆ではなく、それに捕らわれず育
児を楽しむことが大事であると感じていた。母乳育児に周囲の人々や母親自身がとらわれる
ことがストレスになることにも、懸念が示されていた。
3）双子をもつ母親への母乳育児に対する支援のあり方
　単胎児でも生後6ケ月の時点で40％は人工乳のみの育児となっていることが示されている
（河野、2006）。このようなデータからも母乳育児を続けていくことの困難さが見て取れる。双
子の母親の場合は、母乳栄養を続けていくことは、母親にとって身体的心理的に負担がかかる
ことは否めない。しかし、一方で母乳育児を続けている双子の母親もいることは事実である。
完全母乳栄養を継続していくには困難なことは多いが、人工乳と併用して母乳を飲ませていく
ことにっいては、少しでも継続していける方向での支援も必要である。
　母乳育児への支援にっいては、専門家の介入も重要であるが、とりわけ、双子の母乳育児を
実際行っている、あるいは行ってきた体験者の情報が、母乳育児を継続するたあの推進力とし
て大きな力を与える。そのためには、双子の母親同士のっながりが重要である。服部他
（1995）の調査でも、双子の育児経験のある母親の助言を希望していることが示されており、
双子の親のネットワーク作りの必要性を指摘している。
　母乳は不足していないかが母親にとって不安の一つであるが、単胎児の場合は十分に母乳を
摂取しているにもかかわらず、母親が「母乳不足感」から人工乳に切り替えてしまうことが指
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摘されており、十分に母乳を飲んでいるサインの情報提供を支援者は示していくことの必要性
が述べられている（布原他、2009）。双子の場合は、確かに二人分という負担はあるが、母乳
は飲ませ続けることによって分泌が促されるものであり、授乳回数が多いほど授乳産生が多く
なり（水野、2005）、やはり継続してくための支援が重要となる。母乳不足感に対して、母乳
の分泌量が少ないから母乳授乳は止めてしまうということではなく、分泌量が少なくても飲ま
せ続けていくという取り組みに向けてのサポートに目を向けていく必要がある。根気を要する
ものであるが、双子の母乳育児に取り組んでいる母親に、母乳を飲ませていることは当たり前
のことではなく、とても頑張っていること、母乳を出し続けていることに対して褒めることや
ねぎらいの言葉をかけることも、育児に対する自信にっながり、大切なことである。服部他
（2009）は、母親にとっての母乳育児の意味にっいて、一っに「自分の力で育てた満足感・有
能感」を得ることをあげ、今後の育児や女性としての生き方にも自信を持っことにつながって
いくと述べている。
　佐々木他（2009）は、周囲の人々の理解やサポートが完全母乳哺育実施に貢献していること、
そして、母親のみならず、母親が困っている時に相談できる夫や実母と助産師との関わりの機
会を増やすことを示唆していた。専門家の介入には、双子の母親に対してだけではなく、双子
の母親の周囲の人（主に夫や実母）に対しても行い、周囲の人々は母親の負担に対する理解や
ねぎらう姿勢を持っように指導していくことも大切である。
【結　論】
1．双子を持っ母親は、生後間もなくから母乳と人工乳を授乳しており、人工乳は母乳の不足
　　分を補うことの他に、人手の有無や時間帯によってなど自分なりの方法で使い分けていた。
2．母乳に対するイメージで、「苦痛・負担因子」は単胎児の母親より高く、単胎児の母親よ
　　り母乳育児の身体的精神的に負担が大きいことが示された。
3．母乳育児にっいては、その良さは認識しているが、母乳信仰にとらわれていないことが見
　　出された。母乳にこだわらないことで、母親自身のストレスを軽減していた。母乳育児だ
　　けが愛情や絆ではなく、それに捕らわれず育児を楽しむことが大事であると感じていた。
4．双子育児には周囲の人々の支援が重要であるが、とくに同じ経験をしているピアグループ
　　の存在が必要である。双子の母乳育児を実際行った体験者の情報が、母乳育児を継続して
　　いく上での推進力として重要であり、そのためには双子の母親同士のっながりが必要であ
　　る。
5．乳育児の継続が困難となってしまった母親に対しても、そのことが重荷とならない支援が
　必要であり、母乳でなくても子ども達は健康に育っこと、育児を楽しむことの大切さを示
　　すことが必要である。
　最後に本研究にご協力下さったお母さま方、そして、菊地裕美さんに心より感謝申し上げま
す。ありがとうございました。
　なお、本論文は第3回乳幼児保健学会（2009年）で発表したものに、加筆修正したもので
ある。
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